
令和７年度 日立市総合教育会議

令和８年２月４日



議 題

「部活動の地域展開について」
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少子化

生徒数の
減少

チームでの活動が困難に

教員数の
減少

顧問の配置が困難に

技術継承
の問題

先輩から後輩へ
引き継げない

多様化するニーズ
活躍・成果
への期待

保護者生徒

地域と連携した
持続可能な

活動環境の構築

【存続】少子化から「やりたい」を守る

【 質 】「専門的な指導」で才能を伸ばす

【自立】「学校の枠」を越えて社会へ



地域展開に係る県の方針
県教育委員会では、中学校においては、令和７年度末までに、休日の学
校部活動を行わないことを目標に掲げている。

出所：茨城県「部活動の運営方針」茨城県教育委員会 令和４年12月
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国では、令和４年度、少子化の進む中、将来にわたり我が国の子供たち
がスポーツに継続して親しむことができる機会を確保することと、学校
教育の質の向上のため、学校の働き方改革を推進し、部活動の地域展開
を実現すべきとの提言をまとめ、その目標を令和７年度末までとした。

地域展開に係る国の方針

出所：スポーツ庁「運動部活動の地域移行に関する検討会議提言」 令和４年６月
スポーツ庁・文化庁「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関す

る総合的なガイドライン」 令和４年12月



自分の望む部活動ができない。
選択肢が少なくなる。

バレーボールをやりた
いけど、僕の中学校は
バレー部がないんだよ
な～・・・

本市の現状・課題

少子化に伴い、生徒数が
年々減少している。
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本市の現状・課題
新人体育大会参加チーム数の減少（令和元年度と７年度の比較）

卓球男子 １４ﾁｰﾑ→１２ﾁｰﾑ 男子バレー ５ﾁｰﾑ→ ５ﾁｰﾑ
卓球女子 １４ﾁｰﾑ→１３ﾁｰﾑ 女子バレー １３ﾁｰﾑ→１１ﾁｰﾑ
サッカー １３ﾁｰﾑ→ ９ﾁｰﾑ 剣道男子 ８ﾁｰﾑ→ ８ﾁｰﾑ
軟式野球 １２ﾁｰﾑ→ ６ﾁｰﾑ 剣道女子 ７ﾁｰﾑ→ ４ﾁｰﾑ
男子ソフトテニス １２ﾁｰﾑ→１０ﾁｰﾑ 柔道男子 ４ﾁｰﾑ→ ４ﾁｰﾑ
女子ソフトテニス １２ﾁｰﾑ→１１ﾁｰﾑ 柔道女子 ３ﾁｰﾑ→ １ﾁｰﾑ
男子バスケット １０ﾁｰﾑ→ ９ﾁｰﾑ
女子バスケット １３ﾁｰﾑ→１１ﾁｰﾑ

令和元年度から７年度までの６年間で、多くの学校において
部活動数が減少している。

個人競技は可能だが、生徒数の減少により団体
競技の継続が難しくなっている。 5



これまで
中学生の
過ごし方
の例

月～金 学校部活動

月～金 土、日クラブチーム

月～金 土、日 帰宅して家庭で過ごす もしくは 塾・習い事

硬式野球サッカー
クラブ
チーム など

土、日はクラブチーム

ラグビーなど学校部活動
にない種目に参加

土、日 学校部活動

中学生

学校部活動で大会に参加

クラブチームで大会に参加
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地域展開の

これまでの経過

令和４年度～５年度

・スポーツ組織の関係者や
教員及び有識者などから構
成される検討委員会の設
置・開催

・総合型地域スポーツクラ
ブ１団体（十王）が県の委
託金を活用し、実証事業を
実施

・少年団・中体連等、関係
団体と協議

・中学生アンケート調査実
施

令和６年度～７年度

・令和６年４月から第1土・
日、第３土・日の部活動を従
来の部活動ではなく、「地域
展開に向けた準備の日」とし
た。

・総合型地域スポーツクラブ
３団体（十王、滑川、ひたち
みなみ）が県の委託金を活用
し、実証事業を実施

・検討委員会の開催

・少年団・吹奏楽連盟県北支
部・シセ・市Ｐ連等、関係団
体と協議

・学校の音楽室や楽器の確認

・児童生徒・保護者対象に啓
発チラシを配布
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模索期間

試行期間



アンケート調査（中学生）
（問い）休日に学校の部活動が行われなくなり、地域の活動
となる場合、参加を希望しますか？

（令和６年１月～２月調査）

すでに参加している
１９．９％

参加を希望する
２０．５％

活動場所の距離で変わる
１３．５％

わからない
２３．１％

希望しない
２３．０％

「地域の活動に参
加を希望する」生
徒に活動の場所を
提供する。

「地域の活動に参加
を希望しない・わか
らない」生徒に今ま
での部活動以外にも
さまざまな活動があ
ることを紹介する。
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これまで
中学生の
過ごし方
の例

月～金 学校部活動

月～金 土、日クラブチーム

月～金 土、日 帰宅して家庭で過ごす もしくは 塾・習い事

硬式野球サッカー
クラブ
チーム など

土、日はクラブチーム

ラグビーなど学校部活動
にない種目に参加

土、日 学校部活動

中学生

学校部活動で大会に参加

地域
展開

クラブチームで大会に参加

9



地域展開の主要パターン

出所：令和７年度第１回部活動地域移行市町村担当者連絡会議資料 茨城県教育委員会 10

①自治体管理型
自治体主体でクラブの管理・
運営を担う。

特徴
運営方法や予算をコントロー
ルしやすいが、自治体の負担
が大きい。

▽運営責任者

教育委員会

④委託団体管理型
自治体から、企業・NPO・ス
ポーツ協会などの外部団体に
委託をしてクラブの管理・運
営を行う。

特徴
長期的な財源資産が必要にな
る。

教育委員会

委託

▽運営責任者

NPO法人〇〇〇〇協会

②管理団体立ち上げ型
自治体主導で委託団体となる
一般社団法人等を新設する。
団体の理事は指導者、協会関
係者、自治体担当者などが担
当する。

特徴
長期的な運営が可能だが、立
ち上げに困難が伴う。

教育委員会

▽運営責任者

管理団体立ち上げ

一般社団法人〇〇〇

③個別クラブ紹介型
自治体が地域クラブを認定し、
保護者・生徒に紹介していく。

特徴
地域資源を有効に活用し、長
期的な運営が可能

教育委員会

▽運営責任者
認定

〇〇クラブ 〇〇少年団 〇〇の会

申請



ひたちらしさを生かした地域展開

日立市スポーツ協会
に委託

総合型地域スポーツクラブ
スポーツ少年団
（仮称）日立市ミュージッククラブ
文化少年団
職業探検少年団 などの紹介

県の示す主要パターンをベストミックスさせる

コーディネーターの配置
スポーツ活動に係る新規
クラブの立上げ及び指導
者育成など

日立市民科学文化財団
に委託
コーディネーターの配置
吹奏楽部に係る新規クラ
ブ（（仮称）日立市
ミュージッククラブ）
立上げなど
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個別クラブ紹介型

自治体が地域クラブを認定し、
保護者・生徒に紹介していく。

特徴
地域資源を有効に活用し、長
期的な運営が可能

教育委員会

▽運営責任者
認定

〇〇クラブ 〇〇少年団 〇〇の会

申請

委託団体管理型

自治体から、企業・NPO・ス
ポーツ協会などの外部団体に
委託をしてクラブの管理・運
営を行う。

特徴
長期的な財源資産が必要にな
る。

教育委員会

委託

▽運営責任者

NPO法人〇〇〇〇協会



・本市は、総合型地域スポーツクラブ、スポーツ少年団の数が県内でも有数です。また、文

化少年団やクラブチーム、文化活動、学習や趣味など家庭で有意義に過ごす等、中学生の

休日の活動は多くの選択肢があります。

・休日の生徒の活動は、休日に活動を希望する中学生が、好きなことを、多岐にわたる選

択肢から選択できるようにします。

文化少年団等

スポーツ少年団

クラブチーム

文化活動
（パソコン・

絵画・工芸など）

学習や趣味など、
家庭で有意義に

過ごす

総合型地域
スポーツクラブ
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土、日の学校部活動が
地域展開した後の
中学生の過ごし方の例

土、日 家庭で過ごす もしくは塾・習い事

土、日 学校部活動

学校部活動で大会に参加

地域
展開

中学校体育連盟主催の大会
（総体・新人戦)への参加は、
地域クラブ又は学校部活動
のいずれかで参加することを
各自選択

土、日 クラブチーム

スポーツ少年団・文化少年団等・職業探検少年団

土、日 総合型地域スポーツクラブ

十王・滑川・ひたちみなみ・塙山

保護者の会

（仮称）中学生地域ミュージッククラブ

吹奏楽の受け皿がないため、立ち上げる

保護者が個人・グループで練習の見守り
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３団体
（延べ１６種目・２３部活動）

スポーツ少年団 ４９団
文化少年団 ２２団
職業探検少年団 ９団

４団体

２０団体



北
部
地
区

卓球 十王地域クラブ、スポーツ少年団(2)、保護者の会等(1)

ソフトテニス 十王地域クラブ、滑川ファミリークラブ
スポーツ少年団(1)、保護者の会等(2)

サッカー 十王地域クラブ、滑川ファミリークラブ
スポーツ少年団(1)、保護者の会等(2)

バスケットボール 十王地域クラブ、滑川ファミリークラブ
保護者の会等(3)

バレーボール 十王地域クラブ、スポーツ少年団(1)
クラブチーム(1) 、保護者の会等(1)

軟式野球 十王地域クラブ、スポーツ少年団(1)
剣道 スポーツ少年団(5)
柔道 スポーツ少年団(3)
陸上

その他

水泳：スポーツ少年団(1)
テニス:スポーツ少年団(1)
バドミントン：スポーツ少年団(1)
空手：スポーツ少年団(5)

中
部
地
区

卓球 保護者の会等(2)
ソフトテニス -
サッカー スポーツ少年団(1)
バスケットボール -
バレーボール スポーツ少年団(1)、保護者の会等(2)
軟式野球 スポーツ少年団(1)、保護者の会等(1)
剣道 スポーツ少年団(1)
柔道 スポーツ少年団(1)
陸上 スポーツ少年団(1)

その他

空手：スポーツ少年団(3)
合気道：スポーツ少年団(1)
テニス:スポーツ少年団(1) 
トランポリン：スポーツ少年団(1)
ラグビー：スポーツ少年団(1)
ボウリング：スポーツ少年団(1)
レスリング：スポーツ少年団(1)
複合：スポーツ少年団(1)

南
部
地
区

卓球 クラブチーム(2)
ソフトテニス ひたちみなみスポーツクラブ
サッカー スポーツ少年団(3)

バスケットボール ひたちみなみスポーツクラブ、クラブチーム(1)、
保護者の会等(3)

バレーボール 保護者の会等(2)
軟式野球 スポーツ少年団(1)、保護者の会等(1)
剣道 スポーツ少年団(4)
柔道 スポーツ少年団(1)
陸上 -

その他 空手：スポーツ少年団(1)
硬式野球：スポーツ少年団(1)

北部地区

中部地区

南部地区

中学生の受入れが
可能な団体（地域
スポーツクラブ）分
布図

（スポーツ）

総合型 ２団体
少年団 ２２団体
クラブチーム １団体
保護者の会 ９団体

少年団 １６団体
保護者の会 ５団体

総合型 １団体
少年団 １１団体
クラブチーム ３団体
保護者の会 ６団体

十王中

豊浦中

日高中

滑川中

駒王中

助川中

多賀中

大久保中

河原子中

台原中

泉丘中

松風中

中里小中
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部活動の地域展開により実施される「地域クラブ」について、競技力向上を主目的としたチーム・スクール等との区別や質の担保
等の観点から、国が示す認定要件に基づき認定し、生徒や保護者等に情報提供していきます。

地域クラブの認定とその活動支援について

認定クラブへの支援
①活動場所の確保 学校施設開放の優先使用(中学校の休日開放)、公共スポーツ施設の優先使用

②財政的支援
公共スポーツ施設使用料の減免

国の基準に基づく補助（指導者謝金、事務局人件費、旅費、消耗品費等）

③指導・助言 指導者の確保・研修、認定申請の支援、学校との連携に係る助言

認定の要件
事項 主な内容

①活動の目的・理念
・学校部活動が担ってきた教育的意義の継承・発展、生徒の豊かで幅広い活動機会の保障
（選抜等を行わず、参加を希望する生徒を幅広く受け入れることを含む）

②活動時間・休養日
・平日は１日２時間程度以内、休日は１日３時間程度以内
・週２日以上の休養日を設定（休日のみ活動する場合は、原則、土日どちらかを休養日に設定）

③参加費等 ・活動の維持・運営に必要な範囲で可能な限り低廉な参加費等を設定（国が示す目安を踏まえる）

④指導体制

・暴力・暴言・ハラスメント・いじめ等の不適切行為の防止徹底（日本版DBSの活用を含む）
・市区町村等が定める研修を受講し、登録された指導者等による指導（※）
（※）「認定地域クラブ活動指導者」登録制度を構築（研修メニュー例、登録要件・手続等、不適切行為へ
の対応等について規定）

⑤安全確保
・生徒の健康状態や気温等を考慮した適切な活動、施設・設備等の点検、緊急時の連絡体制整備
・怪我等を補償する保険及び個人賠償責任保険への加入（参加者及び指導者等）

⑥運営体制 ・関係法令の遵守、規約等の作成・公表、公正かつ適切な会計処理、営利を主目的とせずに運営

⑦学校等との連携 ・活動方針やスケジュール、生徒の活動状況等に関する情報共有

認定の目的
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中学生の受入れが可能な団体（地域クラブ）一覧（文化部）

№ 少年団の名称 活動場所

１ ひたち農業探検少年団 樫村ふぁーむ 他

２ ひたち林業探検少年団 助川山市民の森 他

３ ひたち水産業探検少年団 久慈漁港、会瀬漁港 他

４ ひたちパソコン探検少年団 多図、コミュニティNETひたち

５ ひたち福祉・医療探検少年団 介護・福祉医療施設、病院 他

６ ひたち建築デザイン探検少年団 日立建設高等職業訓練校 他

７ ひたち観光探検少年団 日立市内観光施設等

８ ひたちメディア探検少年団 ケーブルテレビJWAY 他

９ ひたちあきんど探検少年団 日立商工会議所 他

№ 内 容 少年団の名称 活動場所

１ 茶 道 日立茶道文化少年団 助川交流センター

２ 民 謡 日立民謡民舞連合会 子ども民謡教室 会瀬交流センター

３ 将 棋 日立将棋連盟子供クラブ 大沼交流センター

４ フ ラ 日立フラサークル レフア 東金沢町

５ 書 道 日立書道連盟 市内各地

６ 能 楽 日立市文化少年団能楽部
中里交流センター、
滑川町

７ 華 道 日立華道少年団 シビックセンター

８ 音 楽 ひたちジュニア弦楽合奏団 シビックセンター

９ 科 学 日本宇宙少年団日立シビックセンター分団 シビックセンター

10 歴史文化 日立ふるさと文化少年団 郷土博物館

11 音 楽 日立市少年少女合唱団
中小路交流センター、
日立市民会館

12 筝 おこと・尺八子供教室
十王交流センター、
塙山交流センター

13 囲 碁 囲碁少年団 大沼交流センター

14 ささら 水木ささら保存会 水木交流センター

15 キルト パッチワークキルト少年団 大久保交流センター

16 手あみ 手あみ文化少年団 中小路交流センター

17 日 舞 「舞踊集団藍」日本舞踊子ども教室
金沢交流センター、
久慈町

18 ゲーム 日立ボードゲーム少年団 油縄子交流センター

19 そろばん 日立珠算連盟 市内各地

20 太 鼓 常陸之國御諏訪太鼓保存会少年部 諏訪町

21 茶 道 子ども茶道教室
宮田交流センター、
シビックセンター

22 環 境 ひたちこどもエコクラブ 市内各地

日立市文化少年団（22団） 日立市職業探検少年団（９団）
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中学生の受入れ先を増やすた
めに、今後も地域クラブに積極的
に働きかけを行っていく。



中学生のための吹奏楽団の立ち上げに向けて

日立市民科学文化財団に、コーディ
ネーターを配置するとともに、指揮者、
補助員で活動

学校の休眠楽器を修理して、
活用し保護者費用負担軽減

修
理

楽器は、多賀
図書館４Fへ運
搬し、保管

多賀図書館

電車やバスで通いやすい多賀図書館で、
土曜日または日曜日に活動

ひたちたが

地域イベントに積極的に参加したり、
定期演奏会を開催したりする予定

中学生吹奏楽
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「参加したい」を支える体制

保
護
者

生
徒

活
動
の
申
込

活
動
費
の
納
入
な
ど

18

総合型地域スポーツクラブ
スポーツ少年団 など

（仮称）日立市ミュージッククラブ

吹奏楽の受け皿がないため、
新たに立ち上げます。

申込は例年どおり

文化少年団
職業探検少年団

日立市スポーツ協会に
コーディネーターを配置

日立市民科学文化財団に
コーディネーターを配置

日立市民科学文化財団・生涯学習課

ス
ポ
ー
ツ

文
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
業
務



「やってみたい」を探すには？
現在、保護者説明会等で保護者及び小学６年生、中学１・２年生に啓発チラシを配布しています。

（
表
面
）

（
裏
面
）
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20

サッカー、
やってみた
いな！

「やってみたい」を探すには？
中学生の受け入れに協力できる地域クラブ等がＱＲコードで確認できます！
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休日の部活動地域展開Q＆A

Q２ 総合体育大会や新人体育大会前の休日に、練習試合を実施する
ことはできるの？

Q３ 休日の活動は必ず参加しなければいけないの？

Q４ 費用負担はどのようになるの？

練習試合等実施可能日を設定しています。

休日の地域クラブ等への参加は任意になります。平日の部活動とは違う種目
の活動に参加することもできます。

子供たちの自由選択による社会的活動なので保護者負担です。

Q１ 平日の部活動はどうなるの？

Q５ 大会はどうなるの？

令和８年度も平日は、今までどおり学校部活動があります。

令和８年度も中学校体育連盟主催の総合体育大会・新人体育大会や、吹奏楽
連盟のコンクールは実施されます。
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